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昭
和
四
十
五
年
度
 

施
 
政
 
方
 

昭
和
四
十
五
年
度
予
算
案
を
 

審
議
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
施
 

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
の
で
、
 

そ
の
要
旨
を
本
紙
を
通
じ
て
町
 

民
の
皆
様
へ
御
報
告
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

本
年
度
提
案
の
予
算
は
 

一
般
会
計
総
額
 

二
億
九
千
百
 

万
円
。
 

特
別
会
計
総
額
 
三
千
八
百
111 

十
九
万
八
千
円
（
三
会
計
）
と
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
 

し
て
、
 

一
般
会
計
に
お
い
て
、
 

三
千
九
百
二
十
六
万
円
の
増
と
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
特
別
会
計
に
お
い
て
は
 

七
百
二
十
二
万
三
千
円
の
増
と
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
度
の
主
た
る
事
業
及
び
 

今
後
の
構
想
の
要
旨
は
、
次
の
 

針
 

町
長
 

大
 
島
 
六
 
郎
 

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

一
、
土
木
事
業
関
係
 

田
失
業
対
策
事
業
費
 

事
業
費
六
百
七
十
一
万
五
 

千
円
 

吸
収
人
員
四
、
五
〇
〇
人
 

本
年
度
も
昨
年
同
様
道
路
の
 

改
良
工
事
を
取
り
上
げ
、
神
崎
 

地
区
の
適
地
を
選
定
致
し
た
い
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

②
緊
急
就
労
対
策
事
業
費
 

一
、
松
崎
ー
西
金
田
線
簡
易
舗
 

装
工
事
（
外
支
線
二
路
線
）
 

個
所
 
西
金
田
 

工
事
長
 
九
八
二
米
（
支
線
一
 

六
〇
米
 
二
〇
二
米
）
 

幅
員
四
米
 

舗
装
面
績
 
三
、
九
二
八
平
方
 

米
吸
収
人
員
三
、
一
〇
四
人
 

事
業
費
九
百
五
十
八
万
二
千
円
 

二
、
神
崎
ー
南
木
線
簡
易
舗
装
 

エ
事
 

個
所
 
南
木
 

工
事
長
 
三
七
〇
米
 

幅
員
四
米
 

舗
装
面
績
一
、
四
八
〇
平
方
米
 

吸
収
人
員
 

一
、
〇
」
「
ハ
人
 

事
業
費
 
五
四
八
万
五
千
円
 

本
事
業
は
炭
鉱
離
職
者
に
対
 

処
す
る
た
め
、
臨
時
措
置
法
を
 

設
定
し
て
、
炭
鉱
雑
職
者
に
対
 

し
て
暫
定
的
に
就
労
す
る
機
会
 

を
与
え
る
こ
と
を
、
目
的
と
し
 

た
事
業
で
あ
り
ま
す
。
 

毎
年
各
地
に
お
け
る
 
簡
易
 

舗
装
工
事
を
施
工
し
、
そ
の
事
 

業
効
果
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

本
町
の
緊
就
就
労
者
は
、
毎
 

年
行
っ
て
い
る
舗
装
工
事
に
よ
 

っ
て
、
そ
の
技
能
は
す
ぐ
れ
、
 

就
労
の
状
態
も
良
く
、
他
町
村
 

よ
り
も
そ
の
成
果
を
上
げ
て
お
 

り
ま
す
。
 

本
年
度
も
以
上
二
路
線
の
簡
 

易
舗
装
工
事
を
計
画
し
て
お
 

り
、
工
事
完
成
の
暁
に
は
、
現
 

在
の
悪
路
に
対
す
る
不
便
は
解
 

消
さ
れ
、
通
勤
、
通
学
時
に
お
 

け
る
交
通
安
全
の
面
に
於
い
て
 

も
、
そ
の
効
果
は
大
な
る
も
の
 

が
あ
り
ま
す
。
 

一
三
道
路
『
橋
い
 

、
〈
に
つ
い
 

て
 田

道
路
整
備
 

県
の
所
掌
に
係
る
失
対
就
労
 

者
吸
収
策
と
し
て
事
業
所
を
町
 

村
に
解
放
し
て
ほ
し
い
と
の
、
 

要
望
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
 

町
内
各
所
の
砂
利
道
の
整
備
を
 

図
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
 

す。 事
業
中
、
資
材
費
に
限
り
％
 

程
度
は
町
村
の
負
担
と
相
成
っ
 

て
お
り
ま
す
が
、
例
年
の
維
持
 

管
理
面
よ
り
し
て
、
あ
る
程
度
 

財
政
面
に
プ
ラ
ス
と
な
る
も
の
 

と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
凸
凹
道
路
を
 

少
し
で
も
無
く
し
、
地
域
住
民
 

の
要
望
に
答
え
た
い
と
思
い
ま
 

す。 ②
神
田
橋
掛
替
工
事
 

工
事
長
 
六
八
米
 

幅
員
 
八
米
 

事
業
費
 

一
千
二
百
万
円
 

昭
和
四
十
三
年
度
よ
り
の
継
 

続
事
業
で
あ
り
、
昭
和
四
十
四
 

年
度
は
左
岸
の
橋
台
、
橋
脚
、
 

及
び
旧
橋
の
撤
去
を
致
し
ま
し
 

た
が
、
本
年
度
は
更
に
右
岸
の
 

橋
脚
及
護
岸
工
事
を
行
い
、
予
 

算
の
取
付
け
如
何
に
よ
っ
て
は
 

上
部
工
全
体
の
工
事
を
行
い
、
 

出
来
る
限
り
、
本
年
度
中
に
完
 

成
を
見
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
 

こ
れ
が
完
成
は
歩
行
者
の
通
行
 

又
は
車
輔
の
運
行
等
が
容
易
と
 

な
り
不
便
は
す
べ
て
解
消
さ
れ
 

そ
の
効
果
は
大
な
る
も
の
が
あ
 

り
ま
す
。
 

⑧
平
和
橋
塗
装
橋
面
補
修
に
 

つ
い
て
。
 

中
元
寺
川
を
中
心
に
大
字
金
 

田
と
大
宇
神
崎
を
結
ぶ
重
要
橋
 

染
の
ー
つ
と
な
っ
て
い
る
平
和
 

橋
も
、
年
毎
に
老
朽
化
を
見
つ
 

つ
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
老
朽
化
 

を
防
ぐ
た
め
と
、
学
童
及
び
、
 

通
行
者
の
危
険
防
止
対
策
と
し
 

て
、
四
十
五
年
度
当
初
に
於
て
 

橋
染
補
修
及
び
塗
装
工
事
を
行
 

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

四
、
一
般
鉱
害
道
路
復
旧
事
 

業
に
つ
い
て
 

m
東
金
田
ー
上
田
金
線
 

個
所
、
上
金
田
・
 

工
事
長
 
七
七
七
米
五
 

幅
員
 
」
釆
 

工
事
費
 
八
百
六
十
一
万
九
千
 

円
 ②

松
崎
ー
東
金
田
線
 

個
所
 
東
金
田
 

工
事
長
 

一
一
〇
米
 

幅
員
 
四
米
五
 

工
事
費
 
百
八
十
万
」
手
円
 

⑧
垣
田
ー
大
坪
線
 

個
所
 
垣
田
 

工
事
長
 
五
百
三
十
米
 

幅
員
 
三
米
五
 

工
事
費
 
五
百
一
万
七
干
円
 

以
上
一
般
鉱
害
道
路
復
旧
事
業
 

の
総
額
は
、
一
千
五
百
四
十
三
 

万
九
千
円
で
あ
り
ま
す
。
 

復
旧
に
よ
り
道
路
本
来
の
効
 

用
を
回
復
し
、
地
域
住
民
の
民
 

生
安
定
を
図
る
意
味
で
、
そ
の
 

効
果
は
大
い
に
あ
が
る
も
の
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

又
復
旧
に
当
っ
て
は
、
家
屋
 

の
関
連
等
を
充
分
考
慮
し
、
施
 

工
致
し
た
い
所
存
で
あ
り
・
ま
 

す。 

／
 

五
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
 

業
に
つ
い
て
 

昭
和
四
十
四
年
度
は
平
原
団
 

地
を
誘
致
企
業
団
地
造
成
工
事
 

と
し
て
計
画
、
予
算
の
獲
得
も
 

出
来
、
実
施
の
段
階
に
お
い
 

て
、
仮
設
道
路
の
用
地
買
収
に
 

行
き
づ
ま
り
が
出
来
た
為
、
断
 

念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
 

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
古
 

谷
地
区
の
広
大
な
山
野
（
古
谷
 

池
の
西
南
）
を
開
拓
し
、
誘
致
 

企
業
用
地
造
成
工
事
を
行
う
べ
 

く
、
目
下
県
企
画
開
発
部
長
に
 

要
望
中
で
、
財
源
の
裏
付
け
 

が
、
出
来
次
第
補
正
予
算
に
計
 

上
し
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
 

す
 

⑥
団
地
造
成
工
事
の
概
要
 

計
画
面
積
四
〇
、
〇
〇
〇
平
 

方
米
 

造
成
総
工
事
費
概
算
、
七
千
 

三
百
九
十
九
万
五
千
円
の
内
 

団
地
造
成
費
、
六
千
八
十
四
 

万
円
 

関
連
施
設
費
、
四
百
七
十
五
 

万
五
午
円
 

用
地
買
収
費
、
八
百
四
十
万
 

円
造
成
の
暁
に
は
、
有
力
企
業
 

を
誘
致
す
べ
く
、
目
下
検
討
中
 

で
あ
り
ま
す
 

兼
ね
て
懸
案
中
で
あ
り
ま
し
 

た
堀
川
ー
古
谷
線
道
路
新
設
工
 

事
は
、
頴
田
町
と
、
タ
イ
ア
ッ
 

プ
し
て
四
十
六
年
度
に
実
施
す
 

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

（
次
頁
へ
続
く
）
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こ
れ
が
完
成
の
暁
に
は
県
道
 

に
昇
格
舗
装
す
る
ご
と
に
よ
っ
 

て
、
車
輔
（
バ
ス
等
）
運
行
が
 

可
能
と
な
り
、
こ
の
路
線
の
沿
 

線
添
い
に
前
述
の
よ
う
に
、
工
 

場
団
地
と
多
く
の
住
宅
建
設
が
 

で
き
る
。
 

こ
の
事
は
即
住
宅
難
の
解
消
 

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
 

れ
ら
の
総
べ
て
の
実
現
を
図
る
 

こ
と
に
お
い
て
、
・
当
所
の
振
興
 

に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
い
う
ま
 

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

六
、
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
 

町
 
も
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
、
立
 

法
化
さ
れ
、
同
和
事
業
は
国
の
 

て
 同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
 

責
務
で
あ
り
、
行
政
の
責
任
で
 

あ
る
事
が
明
確
に
示
さ
れ
、
本
 

田
 
事
業
に
っ
い
て
は
出
来
る
限
り
 

報
 

町
 

田
 

金
 

つ。 

の
力
を
そ
そ
ぎ
、
推
進
し
て
参
 

り
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

政
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
面
 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
一
層
 

財
源
確
保
に
努
力
致
し
ま
す
。
 

当
初
予
算
化
し
て
い
る
路
線
 

は
次
の
二
路
線
で
あ
り
ま
す
。
 

m
簡
易
舗
装
工
事
 

イ
、
東
金
田
ー
七
田
線
支
線
」
1 

号
 

個
所
 

上
金
田
 

工
事
長
 
四
「
五
米
 

幅
員
 

三
米
 

工
事
費
・
八
百
「
干
万
円
 

⑥
支
線
四
号
 

個
所
 

上
金
田
 

(2
頁
よ
り
）
 

昨
年
同
様
老
人
福
祉
対
策
に
基
 

づ
く
健
康
診
断
の
実
施
。
各
種
 

予
防
対
策
（
環
境
衛
生
組
織
の
 

充
実
、
特
に
予
防
接
種
率
の
上
 

昇
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
許
す
 

限
り
、
個
人
負
担
の
軽
減
を
考
 

え
、
そ
の
他
宣
伝
広
報
等
あ
ら
 

ゆ
る
方
法
を
利
用
し
、
そ
の
実
 

現
に
努
力
し
て
、
健
康
で
明
る
 

い
町
づ
く
り
に
適
進
い
た
し
ま
 

す。 四
、
消
防
関
係
 

‘
消
防
広
域
行
政
の
確
立
強
化
 

に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
五
年
度
 

よ
り
一
部
事
務
組
合
と
し
て
、
 

田
川
地
区
消
防
組
合
が
発
足
さ
 

れ
ま
す
。
 

そ
の
内
容
は
本
部
、
本
署
（
田
 

川
市
設
置
）
分
署
（
川
崎
・
金
 

田
町
）
出
張
所
（
添
田
町
）
分
 

遣
所
（
香
春
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
 

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
 

り
、
今
後
の
消
防
業
務
に
あ
っ
 

て
は
効
率
的
、
経
済
的
な
活
動
 

の
実
を
あ
げ
共
同
処
理
方
式
と
 

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
 

ま
す
。
、
経
費
に
っ
い
て
は
、
広
 

域
行
政
の
政
令
指
定
を
受
け
る
 

の
で
、
従
来
の
消
防
財
政
需
要
 

額
に
上
積
さ
れ
る
交
付
税
の
財
 

政
需
要
額
を
各
市
町
村
が
持
ち
 

寄
り
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、
市
 

町
村
の
実
質
負
担
は
あ
り
ま
せ
 

ん。 ま
た
、
既
存
の
非
常
勤
消
防
 

団
は
今
ま
で
通
り
今
後
ま
す
ま
 

す
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

五
、
社
会
教
育
関
係
 

「
 

「
 

工
事
長
 

一
八
七
米
 

幅
員
 

「
釆
 

；
工
事
費
 
四
百
四
十
五
万
円
 

ロ
、
・
若
林
ー
 

ケ
谷
線
 

個
所
 
ー
下
神
崎
」
 

工
事
長
 
三
百
二
十
米
 

：
幅
員
、
「
釆
 

工
事
費
 
六
百
万
円
 

ギ
後
ま
た
次
の
事
項
に
づ
い
 

て
は
特
に
、
財
源
の
裏
付
を
要
 

望
し
、
是
非
事
業
の
完
成
を
図
 

り
地
域
住
民
の
交
通
の
不
便
を
 

解
消
し
、
交
通
の
安
全
を
図
り
 

た
い
所
存
で
あ
り
ま
ず
。
 

困
平
原
ー
 
田
境
線
 

個
所
 
上
金
田
 

同
小
学
校
ー
室
見
線
 

個
所
 
室
見
 

困
七
十
石
ー
 
道
線
 

個
所
 
七
十
石
 

、 

②
道
路
改
良
工
事
 

困
生
活
館
取
付
線
 

個
所
 
下
神
崎
 

同
ッ
ル
カ
ケ
線
 

個
所
 
下
神
崎
 

囚
床
波
堤
防
線
 

： 

個
所
 
神
崎
 

七
、
町
営
住
宅
建
設
に
つ
い
 

て、 

パ
第
二
種
）
 

個
所
j

七
十
石
小
豆
田
団
地
 

ま
た
は
平
原
団
地
 

戸
数
二
十
戸
、
一
般
向
十
戸
 

同
和
向
十
戸
 

事
業
費
 
二
千
百
二
十
万
円
 

内
訳
ノ
国
庫
補
助
金
・
 

八
百
八
十
六
万
円
 

県
費
補
助
金
 

百
五
万
円
 

起
債
五
百
四
十
万
円
 

・
町
費
五
百
八
十
九
万
円
 

住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
 

を
対
象
と
す
る
第
二
種
公
営
住
 

宅
の
建
設
を
図
り
、
低
廉
な
家
 

び
か
け
（
転
作
可
能
な
事
業
を
 

指
導
し
て
行
き
た
い
所
存
で
あ
 

り
ま
す
。
 

・ 

日
養
蚕
関
係
 

賃
で
賃
貸
し
す
る
こ
と
に
よ
 

り
、
住
民
の
生
活
の
安
定
と
社
 

会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
「
併
 

せ
て
人
口
流
出
防
止
対
策
を
構
 

じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

・
本
年
度
は
建
設
用
地
確
保
の
 

容
易
で
あ
る
小
豆
田
団
地
を
適
 

地
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

二
、
農
林
関
係
 

政
府
は
四
十
五
年
度
産
米
に
 

つ
い
て
百
五
十
万
ト
ン
以
上
の
 

生
産
縮
少
を
図
る
こ
と
を
目
的
 

と
し
、
こ
の
内
一
〇
〇
万
ト
ン
 

以
上
を
生
産
調
整
目
標
と
し
て
 

福
岡
県
に
お
い
て
は
二
万
九
千
 

七
百
ト
ン
、
稲
か
ら
他
作
物
へ
 

の
転
作
等
を
通
じ
て
、
生
産
調
 

整
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
お
り
 

ま
す
「
 

【 

こ
れ
が
推
進
を
図
る
た
め
に
 

は
中
央
、
‘
県
市
町
村
の
各
段
階
 

に
お
い
て
推
進
協
議
会
を
設
 

け
、
趣
旨
の
徹
底
を
図
り
関
係
 

農
家
の
協
カ
を
得
る
こ
と
に
な
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

生
産
調
整
に
当
っ
て
は
、
い
 

ろ
い
ろ
と
困
難
な
事
情
が
あ
る
 

こ
と
は
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
生
 

産
農
家
の
深
い
御
理
解
が
必
要
 

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
転
作
対
 

策
と
し
て
は
、
県
の
出
先
機
関
 

つ
い
て
は
予
算
の
確
保
が
で
き
 

年
毎
に
桑
園
も
造
成
拡
張
さ
 

れ
、
現
在
は
一
九
町
歩
に
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

養
蚕
飼
育
農
家
は
一
四
戸
、
 

生
産
も
年
々
増
加
の
一
途
を
た
 

ど
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
御
 

一
同
慶
に
た
え
な
い
処
で
あ
り
ま
 

す。 二
本
年
も
神
崎
方
面
の
適
地
を
 

見
つ
け
て
（
未
懇
地
造
成
を
は
 

か
り
、
本
事
業
の
推
進
指
導
を
 

・
図
り
度
い
と
思
い
ま
す
。
 

口
農
山
漁
村
同
和
掛
賞
事
業
 

田
宝
見
農
道
（
水
路
）
断
設
 

工
事
 

工
事
長
 
道
路
二
〇
〇
米
 

水
路
二
〇
〇
米
 

幅
員
 
」
釆
 

工
事
費
 
九
百
万
円
 

‘ 

②
垣
田
農
道
改
良
工
事
 

工
事
長
 
二
二
五
米
 

農
山
漁
村
同
和
対
策
事
業
に
 

つ
い
て
は
、
毎
年
事
業
計
画
書
 

に
よ
り
、
申
請
は
し
て
お
り
ま
 

す
が
、
特
定
枠
の
性
格
を
有
し
 

予
算
の
裏
付
が
順
調
に
な
い
た
 

及
び
農
業
協
同
組
合
と
協
議
 

し
、
転
作
農
家
の
立
行
く
何
物
 

か
を
取
り
組
む
た
め
に
も
、
先
 

准
輸
川
の
ー
 

て
一
般
農
家
に
呼
 

婦
人
会
、
青
年
団
、
子
供
会
 

等
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
 

に
努
力
し
、
 
特
に
少
年
柔
剣
道
 

の
指
導
青
年
団
指
導
者
の
育
成
 

モ
デ
ル
子
供
会
の
指
導
等
、
次
 

の
時
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
 

な
育
成
に
努
め
た
い
所
存
で
あ
 

り
ま
す
。
 

な
お
従
来
本
町
に
お
い
て
 

は
、
社
会
教
育
の
重
点
施
策
と
 

し
て
同
和
教
育
に
力
を
そ
、
い
 

で
参
り
ま
し
た
が
昨
年
七
月
十
 

日
法
律
第
六
〇
号
を
以
っ
て
発
 

布
に
な
り
ま
し
た
同
和
対
策
事
 

業
特
別
措
置
法
に
も
と
ず
き
一
 

層
積
極
的
に
こ
れ
が
推
進
を
計
 

り
同
和
地
区
の
生
活
文
化
の
向
 

上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

六
、
学
校
教
育
関
係
 

（小 

学
校
関
係
）
 

1
車
庫
の
設
置
に
つ
い
て
 

工
事
費
 
八
万
円
 

職
員
の
車
所
有
者
六
名
毎
日
 

の
学
校
訪
問
者
（
車
所
有
者
）
 

く
こ
と
も
で
き
ず
、
放
課
後
、
 

休
日
等
の
勤
務
を
考
、
え
る
と
 

き
、
小
学
校
に
も
浴
場
の
新
設
 

を
い
た
し
た
い
。
 

第
二
棟
校
舎
立
付
肋
善
に
つ
 

い
て
、
 

工
事
費
二
十
万
円
 

第
二
棟
校
舎
は
建
築
後
十
八
年
 

を
経
過
し
て
い
る
た
め
校
舎
の
 

ガ
ラ
ス
戸
、
戸
車
、
レ
ー
ル
等
 

が
多
く
こ
れ
が
運
動
場
通
行
の
 

た
め
雨
天
時
は
運
動
場
の
い
た
 

み
が
著
る
し
い
四
十
四
年
度
事
 

業
で
運
動
場
の
整
地
も
完
了
し
 

た
の
で
、
校
内
を
通
行
さ
せ
な
 

い
様
に
つ
と
め
た
い
 

車
庫
の
設
置
に
よ
り
運
動
場
 

の
確
保
と
共
に
玄
関
前
の
整
理
 

と
美
化
に
つ
と
め
た
い
。
 

用
務
員
浴
場
の
新
設
に
つ
い
 

て、・ 

工
事
費
十
二
万
円
 

従
来
よ
り
用
務
員
室
に
浴
場
 

が
な
く
不
便
を
感
じ
て
い
ま
し
 

た
の
で
再
三
要
望
さ
れ
て
お
り
 

ま
し
た
、
用
務
員
の
職
務
上
、
．
 

毎
日
学
校
を
あ
け
て
銭
湯
に
行
 

め
「
、
地
域
的
に
は
相
当
実
施
も
 

れ
の
分
が
あ
り
ま
す
っ
 

こ
れ
も
特
別
措
置
法
の
制
定
 

を
見
た
今
日
、
更
に
本
事
業
を
 

推
進
し
て
ま
い
り
度
い
所
存
で
 

あ
り
ま
す
っ
 

本
年
度
は
以
上
の
事
業
を
先
 

ず
取
上
げ
、
そ
の
他
の
事
業
に
 

し
た
が
っ
て
本
年
度
は
残
り
 

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
、
 

の
損
傷
が
多
い
、
こ
れ
が
た
め
 

ガ
ラ
ス
戸
の
開
閉
が
困
難
に
な
 

り
児
童
に
ガ
ラ
ス
戸
の
開
閉
を
 

禁
止
又
は
釘
づ
け
し
て
い
、
る
個
 

所
が
多
い
現
状
で
あ
る
の
で
、
 

こ
の
補
修
を
行
い
児
童
の
手
で
 

自
由
に
窓
の
開
閉
が
出
来
る
よ
 

う
善
処
し
た
い
。
 

排
水
溝
改
良
工
事
 

工
事
費
 
五
万
円
 

昭
和
四
十
四
年
度
排
水
工
事
の
 

残
り
工
事
で
あ
り
運
動
場
東
側
 

の
排
水
工
事
で
あ
り
ま
す
。
一
 

第
二
棟
校
舎
の
昇
降
ロ
の
設
 

置
及
び
職
員
更
衣
室
の
改
善
な
 

ど
財
源
の
見
込
み
が
つ
け
ば
、
 

本
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
た
 

い
計
画
で
あ
り
ま
す
。
 

将
来
は
便
所
の
改
築
も
実
施
 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
他
小
学
校
関
係
で
児
童
 

机
、
椅
子
の
購
入
を
致
し
た
い
 

費
用
は
九
十
六
万
円
。
 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
四
十
 

四
年
度
で
、
六
年
生
を
対
象
に
 

一
三
〇
組
の
贈
入
を
な
し
、
ま
 

た
字
都
宮
節
先
生
よ
り
、
四
年
 

生
五
年
生
に
二
九
〇
組
の
机
、
 

椅
子
の
寄
贈
が
あ
っ
た
こ
と
に
 

つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
報
告
 

済
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

『 

三
二
〇
組
の
購
入
を
い
た
し
た
 

い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

次
忙
ピ
ア
ノ
購
入
費
用
二
十
 

三
万
七
千
円
に
つ
い
て
は
、
現
 

在
の
ピ
ア
ノ
は
、
皆
様
ご
し
ょ
 

う
ち
の
よ
う
に
、
昭
和
二
年
に
 

購
入
し
た
老
朽
品
で
修
理
が
不
 

可
能
な
状
態
に
あ
る
た
め
、
新
 

た
に
購
入
せ
ん
と
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
ま
た
給
食
費
の
父
 

兄
負
担
軽
減
措
置
と
し
て
、
一
一
一
 

一
十
万
九
千
円
を
小
麦
粉
及
び
牛
 

乳
の
値
上
が
り
を
考
慮
し
補
助
 

し
た
い
。
 

（
中
学
校
関
係
）
 

1
、
渡
廊
下
の
改
善
に
つ
い
て
 

工
事
費
三
万
円
 

新
校
舎
の
廊
下
と
本
館
右
側
 

廊
下
と
直
結
す
る
よ
う
昇
降
ロ
 

を
開
き
、
渡
廊
下
を
改
善
し
た
 

い。 
渡
廊
下
は
現
在
地
面
A
と
高
さ
 

に
差
が
な
い
の
で
、
土
砂
が
上
 

靴
に
つ
い
て
教
室
ま
で
持
ち
込
 

ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
 

消
火
栓
の
関
係
で
消
防
車
の
 

通
行
の
た
め
、
開
放
型
の
渡
廊
 

下
と
し
た
い
。
 

2
、
本
館
の
防
犯
設
備
、
設
備
 

費
二
万
五
千
円
 

本
館
の
各
室
に
は
種
々
の
備
 

品
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
 

重
要
な
品
の
あ
る
放
送
室
、
保
 

健
室
、
教
具
室
、
に
は
特
別
な
 

設
備
を
施
し
た
い
。
 

3
、
女
生
徒
更
衣
室
の
新
設
、
本
 

館
床
の
全
面
塗
替
、
 
生
徒
自
転
 

車
置
場
の
改
修
、
書
庫
の
新
設
 

次
第
、
補
正
予
算
で
計
上
実
施
 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
．
 

農
道
の
整
備
に
よ
り
、
農
作
 

業
等
の
能
率
化
を
図
り
耕
転
機
 

は
も
ち
ろ
ん
、
各
種
の
作
業
が
 

容
易
に
行
な
え
る
等
、
事
業
効
 

果
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
 

す。 

、 

三
、
民
生
費
及
び
保
険
衛
生
関
 

係
 

m
納
骨
堂
建
設
事
業
に
つ
い
て
 

個
所
 
上
金
田
・
 

規
模
 

一
四
七
・
九
房
 

構
造
 
木
造
瓦
茸
平
家
建
 

事
業
費
 
八
百
四
十
七
万
七
 

千
円
 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
 

国
庫
補
助
四
百
四
十
二
万
七
 

干
円
 

起
債
「
言
九
十
万
円
 

一
般
町
費
十
五
万
円
 

同
和
対
策
事
業
と
し
て
対
象
 

地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
改
 

善
を
は
か
る
た
め
、
関
係
者
の
 

要
望
に
よ
り
、
上
金
田
地
区
に
 

・
納
骨
堂
を
建
設
す
る
ご
と
は
多
 

年
の
計
画
で
あ
り
、
墓
地
の
改
 

善
整
備
を
図
り
、
又
経
済
的
、
 

社
会
的
開
発
と
し
て
地
区
環
境
 

の
改
善
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
 

す。 以
上
の
外
、
同
和
対
策
事
業
 

と
し
で
計
画
し
て
い
る
も
の
 

は、 南
木
地
区
隣
保
館
建
設
事
業
 

垣
由
地
区
児
童
遊
園
地
整
備
事
 

業
 

宝
見
地
区
葬
儀
施
設
整
備
事
業
 

（
補
助
対
象
外
ノ
 

l

 

／

ノ

 

校
門
左
側
ブ
ロ
ッ
ク
堀
の
設
置
 

な
ど
、
財
源
の
見
込
み
が
つ
げ
 

ば
、
本
年
度
事
業
と
し
て
、
実
 

施
し
た
い
計
画
で
あ
り
ま
す
0
 

将
来
は
給
食
の
室
改
築
、
第
一
一
 

期
工
事
と
し
て
「
計
画
し
て
い
 

た
校
舎
の
改
築
も
実
施
し
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

4
、
生
徒
用
、
机
、
椅
子
の
購
入
 

を
致
し
た
い
。
費
用
は
四
十
八
 

万
円
、
本
年
度
は
三
年
生
を
対
 

等
の
同
和
対
策
事
業
計
画
書
 

を
提
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
 

の
計
画
内
容
に
建
設
用
地
の
土
 

地
購
入
、
そ
の
他
関
係
事
業
費
 

に
お
い
て
財
政
措
置
を
国
に
強
 

く
要
求
す
る
と
共
に
、
予
算
の
 

確
保
に
一
層
の
努
力
を
し
て
実
 

施
し
だ
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

②
地
方
改
善
事
業
に
つ
い
て
 

生
活
館
建
設
事
業
 

個
所
 
神
崎
地
区
 

規
模
 

一
三
二
房
 

構
造
 
木
造
瓦
葦
平
家
建
 

事
業
費
 
「
責
三
十
三
万
 

三
千
円
 

内
訳
 
国
庫
補
助
百
五
十
七
万
 

八
千
円
 

ノ 

起
債
 
百
十
万
円
 

一
般
財
源
 
六
十
五
万
五
千
 

円
、
不
良
環
境
地
区
整
備
事
業
 

と
し
て
、
本
年
度
更
に
神
崎
地
 

区
に
ー
カ
所
建
設
し
、
地
域
の
 

改
善
、
保
健
衛
生
思
想
の
高
度
 

化
を
図
り
、
話
し
合
い
の
場
と
 

し
て
、
そ
の
他
『
あ
ら
ゆ
る
面
 

に
活
用
し
、
住
民
福
祉
の
増
進
 

を
図
っ
て
行
き
た
い
。
尚
本
事
 

業
案
に
つ
い
て
は
，
部
落
解
放
 

同
盟
機
関
と
充
分
話
し
合
い
の
 

上
実
現
を
推
進
し
た
い
所
存
で
 

あ
り
ま
す
。
 

三
、
保
健
衛
生
に
つ
い
て
 

m
し
尿
処
理
場
建
設
事
業
 

処
理
能
力
 
四
五
K
 

総
事
業
費
一
億
三
千
九
百
八
 

十
万
」
年
円
 

内
訳
 
国
庫
補
助
二
千
二
百
五
 

十
万
円
 

起
債
 

八
王
ハ
百
六
十
八
万
八
千
円
 

象
に
百
六
十
組
の
購
入
を
し
た
 

い
。
ま
た
給
食
費
の
父
兄
負
担
 

軽
減
措
置
と
し
て
、
二
十
二
万
 

八
千
円
を
、
小
麦
粉
及
び
牛
乳
 

値
上
が
り
を
考
慮
し
補
助
し
た
 

い。 以
上
を
似
っ
て
、
は
な
は
だ
 

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
年
 

度
の
施
政
方
針
並
び
に
、
今
後
 

の
基
本
構
想
と
い
た
す
次
第
で
 

あ
り
ま
す
。
 

議

会

だ

 

議
 

昭
和
四
＋
五
年
第
四
回
定
例
 

町
議
会
が
、
昭
和
四
十
四
年
一
1
1
 

月
十
三
日
本
町
議
会
議
事
堂
に
 

招
集
さ
れ
、
同
日
よ
り
ニ
十
六
 

日
ま
で
（
十
四
日
間
）
の
会
期
 

に
よ
り
、
次
の
諸
議
案
が
慎
重
 

審
議
さ
れ
、
当
局
案
ど
お
り
そ
 

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
鉄
道
敷
地
払
下
申
請
に
関
す
 

る
決
議
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
・
・
 

⑥
町
歳
計
現
金
預
入
先
に
つ
い
 

よ
、
n
ノ 

会
 
事
 
務
 
局
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
 

て‘ 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）
 

て
 

（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
 

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
 

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
職
員
定
数
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

' 

⑥
金
田
町
消
防
団
員
の
定
員
・
 

任
用
・
給
与
・
分
限
及
び
懲
 

戒
、
昭
一
等
に
関
す
る
条
例
の
 

に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑨
今
回
補
正
額
六
八
四
五
千
円
 

累
計
額
「
6
五
、
六
六
一
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
有
 

線
放
送
電
話
特
別
会
計
補
正
予
 

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
今
回
補
正
額
二
〇
九
千
円
 

累
計
額
六
、
」
七
三
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
国
 

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
 

算
パ
第
二
号
）
 
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
今
回
補
正
額
二
七
五
六
千
円
 

累
計
額
二
四
、
八
六
三
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
第
四
号
）
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
今
回
補
正
額
一
八
千
円
減
額
 

累
計
額
五
、
一
一
八
千
円
 

一
般
財
源
 

り
三
壬
ハ
十
一
万
五
千
円
 

本
町
負
担
金
額
 

七
百
六
十
四
万
七
千
円
 

し
尿
処
理
場
の
建
設
に
つ
い
 

て
は
、
下
田
川
四
カ
町
衛
生
組
 

合
に
よ
っ
て
、
下
田
川
衛
生
セ
 

ン
タ
ー
と
し
て
方
城
町
弁
城
に
 

昭
和
四
十
四
年
度
着
工
、
昭
和
 

四
十
五
年
度
完
成
予
定
で
建
設
 

中
で
あ
り
ま
す
。
 

施
工
は
荏
原
イ
ン
フ
ル
コ
株
 

式
会
社
に
決
定
い
た
し
ま
し
 

た9

こ
の
処
理
場
が
完
成
す
れ
 
」
 

ば
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の
汚
物
 

一 

、
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
安
心
し
、
『
 

て
戴
サ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
」
、
 

も
ん
芥
処
理
場
に
つ
い
て
は
 

‘
下
田
川
衛
生
組
合
に
お
い
て
、
 

し
尿
処
理
場
完
成
後
引
続
き
、
 

こ
の
建
設
に
つ
き
推
進
し
て
行
 

く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
 

共
同
火
葬
場
の
建
設
に
つ
い
 

て
は
、
昨
年
九
月
田
川
郡
町
村
 

長
会
事
務
局
に
、
田
川
市
及
び
 

田
川
郡
内
各
町
村
の
事
務
担
当
 

者
が
会
合
し
、
共
同
火
葬
場
建
 

一
設
が
協
議
さ
れ
本
年
に
な
っ
て
 

加
入
市
町
村
の
取
り
ま
と
め
が
 

行
な
わ
れ
、
添
田
町
を
除
き
、
 

市
郡
共
同
火
葬
場
建
設
が
具
体
 

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

下
田
川
四
カ
町
は
本
町
を
始
 

め
と
し
て
、
推
進
に
努
力
を
し
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
中
に
 

は
着
手
で
き
る
も
の
と
考
え
て
 

い
ま
す
。
 

住
民
の
保
健
に
つ
い
て
は
、
 

（
次
頁
へ
続
く
）
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
水
 

道
事
業
会
計
予
算
書
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
歳
入
歳
出
相
互
間
調
整
に
補
 

正
の
た
め
累
計
額
変
ら
ず
？
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

＠
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
有
 

線
放
送
電
話
特
別
会
計
予
算
に
 

つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
国
 

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
 

づ
い
て
 

（
可
決
）
 

＠
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
 

て
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
五
年
度
金
田
町
水
 

道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
 

の
例
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
 

つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
特
別
職
の
職
員
で
非
 

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
 

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
に
に
つ
い
て
 

⑥
金
田
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
 

に
よ
る
委
員
の
定
数
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
議
会
常
任
委
員
会
及
 

び
特
別
委
員
会
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

パ
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
（
第
七
号
）
 

に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

今
回
補
正
額
一
三
一
千
円
減
額
 

累
計
額
三
〇
五
五
三
〇
千
円
 

金
 

然
し
な
が
ら
乏
し
い
町
の
財
 

幅
員
 
「
釆
 

ー 

工
事
費
 
四
百
五
十
万
円
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金 田 町 第100号 

（単位千円） 

昭和45年度金田町ー般会計予算 

歳 

款 ~本年度 前年度 比 較」 款 本年度 前年度・比 較 

金
 

税
金
税
付
金
料
金
金
入
金
金
入
債
 

滑
 
佼
付
数
 

交
付
別
知
郵
出
ー
、
 

税
4
時
弓
嘱
ー
出
収
 

尋
ミ
策
び
び
一
こ
 

寸
書
そ
 

襲
交
診
に
に
支
 

附
越
収
 

取
ノ
嚢
及
及
一
ジ
ー
ー
【
「
1
→
 

馴
i
全
瓦
わ
i
支
産
 

隣
方
安
輪
 Ii
 

動
 
避
担
用
 

町
自
地
交
分
使
国
県
財
寄
繰
諸
町
 

」
 2
.
.
 

3
' 4
' 5
' 6
.
.
 

7" 8
.
.
 

虫
 10
.
.
 

11
.
.
 

12
.
.
 

13
.
.
 

瑚
 876 
522 

1
.0
0 

520 

085 
289 
482 

614 

.
1
 

~~~ 

331 
617 

40, 
3

?

 

109, 
2

,

 

2

,

 

90, 
4

,

 

1
 7

,

 

28,
 

593 
700 
759 

100 

220 

358 

395 

742 

46~
 1
 ~~~ 
612 

8~~ 

37 

3
 88 

2
1
 89 

6
 

1
4
 15 

2,970 
176 

20,763 
ー 

300 
727 
別4 

A 2?260 
'154 

ー 

2,719 
12, 817 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
費
 

業
 

日
 

産
 

ー
 
出
 

会
務
生
生
働
《
、
エ
木
防
育
復
債
 
備
 

ノーノj
ー
イ
水
．
：
ノ
ー
「
j
l
イ
一
・
イ
 

こ
‘
支
 

末
 

害
 

議
総
民
衛
労
農
商
土
消
教
災
公
諸
予
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 1~
 11 

12 

13 

14 

皿
 450 

324 

361 
782 

888 

635 

694 
94~
 244 

593 
476 

2
 1~~ 

10 

41 

49 

17 

21 

16 

71 

3
 31 

16 

9
 

9,2蝕 
訪，133 
33,745 
12,703 
19,722 
2,980 
475 

43,656 
3,467 
27,130 
54,366 
9,027 

2 
100 

1,277 
6,317 
15,579 
4,658 
2,船0 
13,9略 

拓0 
28,038 

473 
4,114 

△37, 773 
449 

一 

―二 

釣,26・ 合 計 四1,000 251,740 釣，260, 合 計 291,000 251,740 

出 （単位千円） 

昭和45年度金田町有線放送電話特別会計予算 

歳 入 歳 

歎
 ノ

 

本年度 前年度 比 較一 ~ 款 本年度 前年度 比 較 

1 、分担金及び負担金 
2、使用料及び手数料 
3'財 産 収 入 
4、繰 入 金 
5、繰 越 「金 
6 、・諸 収 入 

4584526171~1 

Jに

又〕一 。に
dエ 

475 
4,549 
100 
蝕3 
10 
2 

70 
337 
25 
204 

9 

費費費 

務務備 

業総予 

1n乙《 jハ

3,63
4 

2,46
0 

的
 

148 281 
5~ 

486 
179 
A
 .2
0 

合 計 6,124 

aJ 
7 dエ 

, 

 Uに

645 ~ 合 計 6, 124 5,479 645 

（単位千円） 

昭和45年度金田町国民健康保険特別会計予算 
入 歳 出 

款 本年度 前年度 比 較 款 度
 

年
 

本
 

前年度 比 較 

う：麟繊Jk振響 
3環、支出出審 
56'..競 念 窒 
7、諸 収 ， 入 

702 
20 
244 
87 
1~
 1
 38 

7
 
2~
 

』篇 

831

722 
A 5 

5,5の 
団 

費
費
費
金
費
 

付
 

出
 

務
給
債
 
備
 

険
 
支
 

総
保
公
諸
予
 

‘
上
2
3
4
5
 

49 

99 

33 

1
 2~
 

2
7
 

2
 25 

1,714 
19,940 

148 
2 
20 

535 
5,859 

A 115 
A 1 

合 計 28, 102 21, 824 6,278 合 ， 計 28, 102 21,824 、6・ 278 

、（単位千円）l 

昭和45年度金I田町簡易水道特別会計予算 

歳 入 歳 

款 本年度I前年度 比 較 款 本年度 前年度 比 較 

料
金
金
金
金
入
 

手
助
 

び
 

及
補
入
越
担
収
 

囲庫 
用
ー
 

使
国
繰
繰
負
諸
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

1
2
3
4
5
6
 

1，刀8 
83 

1,984 
76 
300 
1 

1,559 
83 

L984 
塾4 
0 
2 

169 
0 
0 

A 163 
駒0 

A 1 

1 、衛 生 費 合 4,,172 3,872 300 

合J 、 計 4,172 3,8刀 300 計 4,172 3,872 300 

御

芳

志

あ

り

が

と

う

 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

菊
池
一
枝
殿
 

御
主
人
道
行
様
の
香
典
返
し
 

と
し
て
、
 社
会
福
祉
協
議
会
に
 

御
寄
附
下
さ
い
ま
し
た
。
 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

悪書を追放しましょう 
ー よい子を育てる合言葉ー 

読まない・見せない・売らない 

昭和45年4月1日 

田
川
地
区
消
防
組
合
 

発
 
足
 
す
 

現
在
の
田
川
地
区
の
消
防
体
 

制
は
田
川
市
に
消
防
本
部
兼
消
 

防
署
、
他
の
八
町
一
村
に
は
非
 

常
備
の
消
防
団
を
そ
れ
ぞ
れ
設
 

署
し
昭
和
四
十
年
五
月
に
下
田
 

川
四
ケ
町
（
糸
田
町
、
方
城
町
 

赤
池
町
、
金
田
町
）
の
消
防
相
互
 

報
 
応
援
協
定
を
締
結
し
て
今
日
迄
 

(5） 第100号 金 田 町 

1 、常備消防組合の組織及機構 

名
 

8
 

6
 

隊
隊
隊
隊
 

分
分
分
分
 

1
2
3

急
 

第
第
第
救
 

V

本 署（田川市） 

第1分隊J 
救急分隊17名 I 分‘署（川崎町）  , 

消
 

防
 

係
 

そ
の
業
務
の
遂
行
に
当
っ
て
来
 

ま
し
た
。
し
か
し
現
在
の
社
会
 

経
済
の
発
展
と
共
に
地
域
住
民
 

の
生
活
様
式
は
変
り
火
災
の
質
 

的
変
化
人
命
救
護
並
び
に
交
通
 

事
故
な
ど
に
よ
る
救
急
業
務
が
 

急
増
し
又
危
除
物
の
増
大
に
よ
 

っ
て
町
村
に
お
い
て
も
高
度
の
 

第1分隊 
救急分隊17名 分 署（金田町） 

救急分隊 8名  , 分遺所（香春町） 

第1分隊 
救急分隊17名 

4 , 出張所（添田町） 

(127名） 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

専
問
的
『
i

と
技
術
を
有
す
る
 

常
備
消
防
ー
伽
が
必
要
と
さ
れ
 

て
来
た
、
ご
の
た
め
田
川
地
区
 

全
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
消
 

防
業
務
を
共
同
処
理
す
る
一
部
 

事
務
組
合
を
設
立
し
消
防
力
の
 

充
実
強
化
を
は
か
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

一 

⑨
」
の
田
川
地
区
消
防
組
合
の
 

内
容
に
つ
い
て
は
本
部
本
署
は
 

現
在
の
田
川
市
に
あ
る
施
設
を
 

使
用
し
分
署
2
ケ
所
（
川
崎
町
 

お
よ
び
金
田
町
の
予
定
）
出
張
 

所
（
添
田
町
）
分
遺
所
」
（
香
春
 

町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
る
 

事
に
な
つ
て
お
り
、
金
田
町
の
 

場
合
は
常
備
消
防
団
員
十
七
名
 

を
配
置
し
、
救
急
車
一
台
、
タ
 

ン
ク
車
一
台
が
常
設
さ
れ
、
火
 

災
の
早
期
発
見
初
期
の
消
火
や
 

救
護
に
当
り
、
緊
急
消
防
業
務
 

の
遂
行
を
は
か
る
も
の
で
す
。
 

⑥
田
川
地
区
消
防
組
合
の
経
費
 

負
担
に
つ
い
て
は
、
こ
の
組
合
 

現在の金田町消防団組織 2
 

第1分団37名 

第2分団39名 

立
常
備
消
防
に
要
す
る
経
費
は
 

広
域
行
政
が
政
令
指
定
の
認
可
 

を
受
け
、
従
来
の
交
付
税
パ
消
 

防
財
政
需
要
額
）
の
増
額
さ
れ
 

る
分
を
各
市
町
村
が
持
ち
よ
っ
 

て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、
実
質
 

上
は
各
市
町
村
と
も
に
負
担
は
 

し
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑥
金
田
町
消
防
団
に
つ
い
て
 

金
田
町
消
防
団
は
今
迄
通
り
何
 

等
変
る
こ
と
な
く
今
後
と
も
金
 

田
町
消
防
業
務
の
使
命
達
成
に
 

御
協
力
願
い
ま
す
又
本
町
と
し
 

て
も
と
の
非
常
備
消
防
団
の
育
 

成
強
化
に
よ
っ
て
よ
り
」
層
の
 

充
実
を
図
り
た
い
と
思
っ
で
お
 

り
ま
す
の
で
宣
敷
く
御
協
力
願
 

い
ま
す
な
お
常
設
分
署
の
配
署
 

に
よ
っ
て
現
在
の
消
防
費
を
削
 

減
す
る
よ
う
な
事
は
絶
対
あ
り
 

得
な
い
の
で
消
防
団
員
各
位
は
 

誤
解
の
な
い
よ
う
御
認
識
願
い
 

度
ぴ
と
存
じ
ま
す
。
 

 , 

(144名） 

第.3分団37名  , 

本 部31名 

金
田
町
消
防
団
 

去
る
三
月
十
四
日
は
卒
業
式
 

に
臨
席
す
る
気
持
で
い
た
。
 

と
き
た
ま
或
る
議
員
さ
ん
が
 

私
の
室
に
お
ら
れ
て
、
私
が
出
 

席
し
よ
う
と
し
た
ら
「
町
長
さ
 

ん
出
席
し
な
い
ほ
う
が
い
い
」
 

ど
言
わ
れ
た
。
理
由
は
教
員
間
 

で
私
達
の
出
席
が
い
け
な
い
、
 

く
だ
ら
な
い
祝
辞
等
聞
き
た
く
 

な
い
、
ま
た
国
歌
も
歌
わ
な
 

い
、
国
旗
も
掲
げ
な
い
と
い
っ
 

て
い
る
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
っ
 

た。 と
こ
ろ
が
校
長
先
生
に
そ
の
 

旨
を
電
話
す
る
と
、
中
学
校
で
 

は
国
旗
も
掲
げ
る
し
、
国
歌
も
 

斉
唱
ず
る
、
祝
辞
も
述
べ
て
貰
 

う
と
い
う
こ
と
に
決
り
ま
し
た
 

と
あ
っ
た
。
 

そ
の
議
員
さ
ん
は
さ
か
ん
に
 

出
席
を
と
め
る
し
、
校
長
先
生
 

は
出
席
し
て
貰
い
た
い
と
あ
 

る
。
私
は
議
員
さ
ん
の
意
の
あ
 

る
所
を
告
げ
た
。
暫
く
し
て
あ
 

る
方
か
ら
電
話
が
あ
り
、
 

「わ 

れ
わ
れ
は
先
生
の
た
め
に
出
席
 

す
る
の
で
は
な
い
。
卒
業
す
ユ
＼
 

子
供
の
た
め
に
出
席
す
る
の
 

だ」 

と
の
催
促
の
言
葉
で
あ
 

る
。
わ
か
り
き
っ
た
事
な
が
ら
 

「
な
る
ほ
ど
」
と
私
は
思
っ
 

た。 

中
学
校
卒
業
式
に
臨
ん
で
 

卒
業
生
に
よ
っ
て
は
一
生
に
 

金

田

 町
 
長
 

大
 
島
 

六
 
郎
 

一
度
の
晴
れ
や
か
な
卒
業
式
で
 

あ
り
、
人
生
一
歩
へ
の
門
出
で
 

あ
る
。
私
は
早
速
車
を
飛
ば
し
 

て
式
場
に
臨
ん
だ
。
 

ー
私
の
番
が
き
て
く
だ
ら
な
い
 

一
言
を
祝
っ
た
。
卒
業
生
に
ど
 

の
よ
う
に
響
い
た
か
は
知
ら
な
 

い
が
、
真
撃
な
面
持
で
心
か
ら
 

聞
い
て
下
さ
る
者
も
あ
り
、
た
 

ま
に
は
笑
い
な
が
ら
何
か
を
語
 

り
合
う
幾
組
か
も
あ
っ
た
。
 

つ
た
な
い
私
の
日
本
語
の
綴
 

り
合
せ
が
、
母
校
と
し
て
の
金
 

田
中
学
校
を
去
る
に
及
ん
で
、
 

そ
の
人
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
 

波
乱
に
幾
分
で
も
役
に
立
っ
た
 

ら
、
た
と
え
そ
う
し
た
人
が
た
 

っ
た
一
人
で
も
い
い
、
私
は
満
 

足
で
あ
る
。
 

、 

在
学
生
の
送
辞
に
、
首
を
下
 

に
向
け
て
両
眼
か
ら
涙
を
し
ぼ
 

り
頬
を
伝
い
流
れ
る
可
憐
な
少
 

女
、
拍
手
の
中
に
送
ら
れ
な
が
 

ら
む
せ
び
泣
く
、
あ
の
い
た
い
 

け
な
い
純
心
鏡
の
よ
う
な
心
の
‘
 

あ
ら
わ
れ
、
私
も
共
に
涙
の
臓
 

を
し
ぼ
っ
た
。
人
間
の
美
し
い
 

面
の
本
能
の
表
れ
で
あ
る
。
何
 

で
胸
を
衝
た
れ
ず
に
は
い
ら
れ
 

よ
う
。
あ
の
気
持
、
』
あ
の
心
、
 

あ
れ
が
総
て
私
達
日
本
の
将
来
 

を
よ
く
す
る
種
子
で
あ
り
、
そ
 

の
一
日
も
早
く
発
芽
す
る
日
を
 

私
は
い
つ
も
期
待
し
て
い
る
。
 

真
の
民
主
主
義
の
芽
は
、
そ
の
 

心、J

そ
の
涙
の
中
に
潜
ん
で
い
 

る
も
の
と
思
う
。
声
を
大
に
し
 

て
民
主
主
義
を
売
物
に
し
て
、
 

ほ
ん
と
う
の
私
達
の
た
め
の
、
 

私
達
の
幸
福
を
均
等
に
し
よ
う
 

と
し
な
い
思
考
、
一
方
に
片
寄
 

っ
て
全
般
を
顧
み
な
い
思
想
、
 

こ
う
し
た
も
の
を
廃
し
て
真
理
 

に
基
く
民
主
主
義
の
発
見
こ
そ
 

は
、
こ
う
し
た
涙
の
中
か
ら
求
 

め
ら
れ
、
芽
を
ふ
く
も
の
と
思
 

い
、
私
は
喜
び
と
感
激
に
心
を
 

打
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

又
和
服
姿
の
女
教
師
の
方
も
 

通
り
過
ぎ
る
生
徒
と
握
手
を
交
 

し
つ
つ
、
し
ま
い
に
は
ゆ
が
ん
 

だ
気
品
に
み
ち
た
顔
を
地
に
向
 

け
て
涙
を
し
ぼ
っ
て
お
ら
れ
ま
 

し
た
。
ま
こ
と
に
美
し
い
情
景
 

で
し
た
。
私
は
近
年
に
な
い
清
 

例
な
、
し
か
も
崇
高
な
感
動
に
 

心
を
洗
わ
れ
、
行
っ
て
よ
か
っ
，
 

た
と
つ
く
づ
く
感
じ
。
そ
れ
等
 

卒
業
生
達
の
明
日
の
日
か
ら
 

に
、
幸
多
か
れ
と
豊
か
な
香
春
 

岳
を
望
み
な
が
ら
祈
っ
た
。
 

'
 

験
n
軸
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交
通
事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け
警
察
や
検
察
庁
の
し
た
 

処
分
に
不
満
の
方
は
 

ー
検
察
審
査
会
へ
相
談
を
ー
 

「
田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
」
 

皆
さ
ん
の
中
に
は
交
通
事
故
ー
 

を
は
じ
め
、
詐
欺
、
お
ど
し
、
 

暴
力
な
ど
各
種
の
犯
罪
に
あ
っ
 

て
、
被
害
を
受
け
た
が
、
犯
人
 

は
裁
判
さ
れ
ず
に
す
ん
で
し
ま
 

っ
た
、
ど
う
も
納
得
が
ゆ
か
な
 

い
、
不
服
だ
が
、
さ
て
こ
れ
を
 

誰
に
ど
う
し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
 

い
の
か
判
ら
な
く
て
、
そ
の
ま
 

ま
泣
き
寝
入
り
に
終
わ
っ
て
い
 

る
人
は
い
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

こ
の
よ
う
な
不
満
を
も
っ
て
 

い
る
か
た
は
、
ど
ん
な
事
件
で
 

も
諦
め
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
 

も
検
察
審
査
会
へ
ご
相
談
下
さ
 

い
。
検
察
審
査
会
は
裁
判
所
の
 

中
に
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
中
か
 

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
ら
れ
た
十
 

一
人
の
検
察
審
査
員
か
ら
な
 

り
、
被
生
一
 

の
不
満
を
聞
い
 

て
、
そ
の
事
件
を
も
う
「
度
調
 

べ
直
し
て
み
る
こ
と
を
主
に
仕
 

事
と
し
て
い
ま
す
。
 

も
っ
と
く
わ
し
く
説
明
し
ま
 

す
と
、
裁
判
の
仕
組
み
と
し
て
 

交
通
事
件
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
 

ろ
の
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
捜
 

査
機
関
に
よ
っ
て
捜
査
が
進
め
 

ら
れ
ま
す
。
 

そ
の
結
果
犯
人
を
処
罰
す
る
 

に
は
検
察
官
が
事
件
を
裁
判
所
 

に
訴
え
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
裁
 

判
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
 

検
察
官
が
取
り
調
べ
て
裁
判
に
 

か
け
る
か
、
か
け
な
い
か
を
決
 

め
る
わ
け
で
す
。
 

（
こ
の
こ
と
 

を
起
訴
、
不
起
訴
と
い
い
ま
 

す
）
検
察
官
は
公
益
の
代
表
者
 

と
し
て
常
に
厳
正
公
平
な
立
場
 

で
起
訴
、
不
起
訴
を
決
め
る
わ
 

け
で
す
が
、
沢
山
の
仕
事
を
扱
 

う
う
ち
に
は
、
調
べ
が
十
分
で
 

な
か
っ
た
り
、
判
断
を
誤
っ
た
 

り
す
る
場
合
も
絶
対
な
い
と
い
 

え
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
検
察
官
 

の
き
め
た
不
起
訴
処
分
で
い
わ
 

ゆ
る
犯
入
が
裁
判
さ
れ
ず
に
終
 

わ
っ
た
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
 

か
に
つ
い
て
、
そ
の
事
件
の
真
 

相
を
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
 

会
で
す
。
 

一
ま
た
、
検
察
官
が
判
断
を
誤
 

ら
な
い
よ
う
国
民
が
監
視
す
る
 

制
度
で
も
あ
り
ま
す
。
検
察
審
 

査
会
は
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
 

の
あ
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
 

で
選
ば
れ
た
民
間
人
の
代
表
十
 

一
人
の
検
察
審
査
員
か
ら
な
り
 

た
っ
て
い
ま
す
。
 

任
期
は
六
カ
月
で
す
。
 

・
‘
審
査
は
、
こ
の
十
一
人
の
検
 

察
審
査
員
が
会
議
を
開
い
て
、
 

被
害
者
の
申
し
出
に
よ
り
、
み
 

ず
か
ら
得
た
資
料
に
よ
っ
て
、
 

と
り
あ
げ
た
事
件
の
記
録
を
取
 

り
寄
せ
て
調
べ
た
り
、
証
人
を
 

尋
間
し
た
り
、
犯
罪
の
現
場
を
 

見
合
し
た
り
し
て
行
な
い
、
そ
 

の
結
果
を
議
決
し
ま
す
。
 

議
決
書
は
指
揮
監
督
者
で
あ
 

る
検
事
正
に
送
ら
れ
ま
す
。
 
' 

こ
れ
ま
で
に
検
察
審
査
会
が
 

検
事
正
に
申
し
入
れ
た
中
で
 

「
裁
判
に
か
け
な
い
処
分
が
不
 

当」 

「
裁
判
に
か
け
る
の
が
相
 

当
」
の
意
見
が
い
れ
ら
れ
犯
人
 

が
起
訴
さ
れ
て
有
罪
の
裁
判
が
 

あ
っ
た
例
は
全
国
で
も
沢
山
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
検
察
審
査
会
 

は
、
犯
罪
の
陰
に
泣
く
被
害
者
 

を
保
護
救
済
し
ま
す
。
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一

雲

て

，

 

嫁
 
姑
 

嫁
姑
円
満
の
た
め
に
 

縁
あ
っ
て
か
わ
い
い
む
す
こ
 

の
嫁
と
し
て
迎
え
た
若
い
娘
と
 

姑
が
争
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
 

何
と
運
命
の
女
神
の
い
た
ず
ら
 

で
は
な
く
て
、
立
派
な
親
に
な
 

る
た
め
の
試
練
な
の
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
。
こ
の
試
練
に
耐
え
て
 

こ
そ
、
と
も
に
人
間
と
し
て
の
 

輝
き
が
出
、
、
姑
は
孫
に
対
し
て
 

良
い
祖
母
と
な
っ
て
家
庭
に
重
 

み
を
与
え
、
嫁
は
立
派
な
母
親
 

と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
た
め
に
 

立
派
な
家
庭
環
境
を
作
っ
て
い
 

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
 

の
で
し
ょ
う
。
 

さ
て
試
練
に
耐
え
、
立
派
な
 

家
庭
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
 

に
は
、
と
も
に
ど
う
い
う
点
を
 

ど
う
克
服
し
、
ど
う
努
力
し
て
 

い
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
 

灘
難

難「
 

潜
難
鱗
 

関
 
係
 

（5
) 

青

少

年

問

題

協

議

会

 

る
 

も
話
し
、
 

相
談
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
 

な
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
嫁
が
む
 

す
こ
を
取
っ
た
と
ひ
が
む
の
 

は
、
嫁
と
は
何
か
、
妻
と
は
何
 

か
、
夫
と
な
う
た
む
す
こ
の
新
 

妻
に
対
十
 
と
気
持
は
ど
う
い
う
 

も
の
な
の
・
」
と
い
う
よ
う
な
 

新
婚
夫
妻
に
つ
い
て
の
根
本
的
 

認
識
が
姑
側
に
不
足
し
て
い
る
 

か
ら
で
す
。
 

し
か
し
こ
の
こ
と
は
嫁
の
側
 

に
も
同
時
に
言
え
る
こ
と
で
 

す
。
夫
は
姑
か
ら
見
れ
ば
そ
の
 

子
ど
も
で
す
。
母
親
に
は
子
ど
 

も
に
対
す
る
気
持
が
あ
る
は
ず
 

で
す
。
お
姑
さ
ん
を
無
視
し
て
 

た
だ
た
だ
自
分
の
夫
と
し
で
の
 

み
み
る
こ
と
は
、
I

嫁
姑
を
含
ん
 

だ
家
族
集
団
の
平
和
を
破
壊
す
 

る
も
と
と
な
り
ま
す
。
集
団
の
 

平
和
は
す
べ
て
集
団
内
各
個
人
 

の
気
持
を
、
理
解
し
尊
重
す
る
 

と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
も
の
・
で
す
。
 

姑
は
わ
が
夫
の
母
で
す
か
 

ら
、
自
分
に
対
し
て
は
義
理
の
 

母
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
母
 

に
対
す
る
態
度
に
は
、
実
際
の
 

母
で
あ
ろ
う
と
、
義
理
の
母
で
 

あ
ろ
う
と
違
い
は
な
い
は
ず
で
 

す
。
軽
蔑
、
無
視
、
ロ
答
え
、
 

反
抗
な
ど
と
い
う
態
度
は
、
子
 

ど
も
の
親
に
対
す
る
真
の
態
度
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
そ
 

の
よ
う
な
態
度
が
嫁
に
出
る
と
 

し
た
ら
、
姑
に
対
す
る
真
の
認
 

識
が
欠
除
し
て
い
‘
る
，
か
、
ら
で
 

す
。
義
理
の
母
は
血
の
連
り
こ
 

そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤
の
他
人
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
主
人
 

の
母
で
あ
り
、
最
愛
の
夫
を
現
 

在
の
状
態
に
ま
で
育
て
あ
げ
た
 

尊
敬
す
べ
き
母
で
す
。
 

ま
た
、
嫁
が
姑
を
そ
の
よ
う
 

に
正
し
く
認
識
し
て
、
母
に
正
 

し
く
仕
え
て
み
せ
る
時
、
子
に
 

や
長
上
へ
の
仕
え
方
も
わ
か
ら
 

ぬ
も
の
が
、
ど
う
し
て
立
派
な
 

社
会
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
 

し
ょ
う
か
。
そ
の
大
事
な
こ
と
 

を
親
は
今
、
身
を
も
っ
て
子
ど
 

も
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
 

‘す。 

親
え
の
仕
え
方
、
長
上
へ
の
仕
 

え
方
を
身
を
も
っ
」
ご
教
＆
不
す
 

こ
と
に
な
「
て
r
 

ょ
す
。
親
 

ま
た
姑
の
い
る
家
庭
は
そ
れ
 

だ
け
人
間
関
係
が
複
雑
に
な
っ
 

て
き
ま
す
が
、
み
ん
な
の
努
力
 

で
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
時
、
 

親
子
だ
け
の
薄
っ
ぺ
ら
な
家
庭
 

と
は
違
っ
た
重
厚
な
家
庭
と
な
 

っ
て
い
き
ま
す
。
家
庭
が
重
厚
 

と
な
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
れ
て
家
 

庭
の
成
員
の
人
が
ら
も
、
落
ち
 

つ
き
と
重
厚
性
を
も
っ
た
も
の
 

に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
 

嫁
も
姑
も
互
い
に
相
手
の
立
 

場
、
気
持
を
理
解
し
、
と
に
 

か
く
前
に
記
し
た
衝
突
の
原
因
 

を
、
自
分
達
の
手
で
除
く
よ
う
 

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
前
に
記
し
た
衝
突
の
原
因
 

相
談
、
申
立
に
手
数
料
は
い
 

り
ま
せ
ん
。
 

田
川
市
千
代
町
一
の
五
 

福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部
内
 

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
 

（
電
話
代
表
田
川
②
ー
〇
一
」
ハ
 

三
番
）
 

審
査
会
制
度
の
説
明
会
と
映
 

画
会
に
ご
希
望
が
あ
れ
ば
お
申
 

し
出
下
さ
い
。
 

三

事

◆

三

膏

‘

一

昌

〒

◆

昌

〒

‘

 

は
、
す
べ
て
次
第
に
感
情
的
に
 

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
理
屈
 

で
は
ど
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
 

い
か
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
 

な
か
除
く
こ
と
が
む
ず
か
し
い
 

も
の
で
す
。
し
か
し
努
力
す
れ
 

ば
必
ら
ず
で
き
る
こ
と
で
す
。
 

特
に
年
齢
的
に
も
ま
だ
ま
だ
柔
 

ら
か
さ
を
持
っ
て
い
る
嫁
の
側
 

で
努
力
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
 

ゴ
 


